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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は急性期病院における看護師を対象に、同プログラムの有効性の検証を
行うことである。対象者は71名、所属病棟は外科系・内科系など60名（85.7%）、認知機能障害のある患者の入
院は半数程度が最も多く30名（42.3%）であった「点滴・中心静脈・経管栄養などのチューブを抜かないよう
に、ミトン型手袋をつける」を低減できる自信(self-efficacy)、急性期病院の認知障害高齢者に対するパーソ
ン・センタード・ケアをめざした看護実践自己評価尺度等の合計点が介入後、有意に増加していた。本介入プロ
グラムは参加者が簡便に学習し、実践できる有効な介入であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to validate the effectiveness of the developed
 e-learning programs for nurses in the acute care setting. This study was introduced to nurses of 
the hospital. Interested nurses were asked to attend “Developing programs for Dementia nursing 
intervention ability”. A questionnaire to evaluate program effectiveness asked about consciousness 
of the dementia nursing with four items on "Interest in nursing of people with dementia”.  The 
degree of self-efficacy was assessed in terms of attaching mitten type gloves as a physical 
restraint to avoid the pulling of tubes. The self-assessed scale of nursing practice for elderly 
with cognitive impairment, which aimed to person-centered care in an acute care hospital, revealed 
that the total score of each of the Approaches to Dementia Questionnaire significantly increased. It
 was suggested that the intervention program of this study was effective and that nurses could 
easily learn after intervention.

研究分野： 老年看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の特徴はパーソン・センタード・ケアの特徴である認知症の人の視点を理解するためにウエアブルカメラ
を用いた入院中の認知症高齢者の一人称動画プログラムも含めた認知症高齢者動画教材の開発である。7対１の
看護基準を算定する急性期病院における看護師を対象に、パーソン・センタード・ケアを基盤としたe-learning
によるプログラムの有効性の検証を行った。急性期病院の認知症看護の質向上、身体拘束の低減に有効であるこ
とが示唆された。今後、各病院で本プログラムを活用することで、認知症高齢者に関連したチューブ類の自己抜
去、転倒・転落等の医療事故の低減等、超高齢社会の保健・医療・福祉に与える影響も高い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
わが国では急性期病院における認知症医療や看護の質向上や身体拘束低減を目的に、2016 年

度診療報酬改定に「認知症ケア加算」が新設された 1）。認知症ケア加算の算定病棟では身体拘束
率は 42.0%であり算定病棟の方が有意に低かったが、全体の身体拘束率は 44.5%と認知症高齢患
者の 4割以上に身体拘束が行われているのが現状である 2)。 
認知症の行動・心理症状（Behavioral and Psychological Symptoms of Dementia: BPSD）に

対する非薬物療法に関しては、認知症の人の視点からのアプローチであるパーソン・センター
ド・ケア 3)を用いた介入の効果の有効性が指摘されている 4)。欧米では急性期病院に身体疾患で
入院した認知症高齢者に対してもパーソン・センタード・ケアに関する研修や認知症に対する意
識の改善によるケア実践の質の向上が報告されている 5-7)。急性期病院においては身体疾患の治
療が中心であるが、わが国においても認知症高齢者の視点から BPSD の原因を分析して、本人の
価値や人間性を重視した質の高いケアをめざすパーソン・センタード・ケアの導入が必要である。
著者らは認知症看護の研修プログラムとして、認知症模擬患者や視聴覚教材を開発 8,9)してきた。 
 
２．研究の目的 
本研究ではパーソン・センタード・ケアを基盤とした e-learning による認知症看護実践能力

育成プログラムを開発した。本研究の特徴はパーソン・センタード・ケアの特徴である認知症の
人の視点を理解するためにウエアブルカメラを用いた入院中の認知症高齢者の一人称動画プロ
グラムも含めた認知症高齢者動画教材の開発である。本研究の目的は 7 対１の看護基準を算定
する急性期病院の看護師を対象に、パーソン・センタード・ケアを基盤とした e-learning によ
るプログラムの有効性の検証を行うことである。 
 
３．研究の方法 
1）対象者 
研究対象者は、認知症高齢者が入院している内科・外科系病棟・集中治療室などに所属し、認

知症高齢者に直接ケアをしている常勤看護師とした。なお、専門看護師・認定看護師の資格のあ
るものは除外した。A 市内の 7 対 1 看護基準を算定している全 7 施設 1944 名に対して応募のチ
ラシを配布して参加者を募集し、縦断的介入研究(介入のみの準実験研究)を行った。 
2）介入方法 
研究のプロセスを図 1 に示した。2020 年 4 月から 1 か月間、各病院の看護部長から研究参加

の応募チラシを配布し、参加希望者には個別に研究事務局にメールにて応募してもらった。対象
者に事務局から研究参加に必要な事項（WEB サイト、ID、パスワードなど）をメールにて送付し
た。5月にベースライン評価として、日本語版 Survey Monkey を使用して WEB にて介入前の対象
者に自記式のアンケートを実施した。その後、対象者は WEB を用いて「e-learning：認知症看護
実践能力育成プログラム（4週間）」を受講した。アンケートは、①受講前（ベースライン）、②
受講直後（1か月後）、③実践 3か月後、④実践 6か月後の計 4回実施した。 
本プログラムは本研究のために研究者らが開発したものであり、目的は急性期病院における

看護師がパーソン・センタード・ケアを基盤とした看護実践能力を取得することである。プログ
ラム開発後に認知症看護認定看護師や老人看護専門看護師の合計 16 名のエキスパートパネルに
本プログラムの妥当性や臨床における有効性に関するアンケート調査を実施した。アンケート
調査の「プログラムの妥当性」では「身体疾患のある認知症高齢者に対する看護の実践に必要な
専門知識が網羅されている」など（4項目）、「実践に対する有効性」では「病院の看護師の認知
症看護の実践の向上の効果がみられる内容である」など（6項目）の合計 10項目に関して、「1:
全くそう思わない」～「4:とても思う」の４件法で評価を依頼した。集計結果から平均値は 3.8
以上であったことから妥当性・有効性があると考えた。受講期間は研究者間のディスカッション
で 4 週間とし、さらに上記のアンケートにおける「プログラムの妥当性」として、「４週間受講
期間は病院の看護師の学習可能な量である」に対して、全員から「4:とても思う」と回答を得た
ことから本プログラムの受講期間は４週間が妥当であると判断した。本プログラムはパーソン・
センタード・ケアやせん妄の基礎的内容のほか、認知症高齢者の一人称視点動画を用いた事例に
基づく認知症看護実践の学習で構成され、参加者は 4週間にわたって自宅等で受講した。各週の
学習にかかる時間は 30分程度である。e-learning は、参加者が各自の好きなタイミングでサイ
トにアクセスして受講が可能であるが、4週間で順番に受講を依頼した。プロセスの内容に関し
ての質問は、メールにて随時対応した。また、e-learning 受講直後に対象者に本プログラムで
学んだ内容をまとめた「病院におけるパーソン・センタード・ケアを基盤とした認知症高齢者の
看護のポイント（ポケットサイズ版）」を２部郵送し、実践後の 3 か月間、6 か月間に臨床の現
場で携帯し、活用して実践するように依頼した。 



  

  
4）統計解析 
統計学的分析に関しては多重検定法である Bonferroni 検定を用いてプログラム介入前（ベー

スライン）と介入直後、3か月後、6か月後を比較した。統計解析は IBM SPSS statistics Ver.26
を用いて解析した。 
 

5）倫理的配慮 
倫理面への配慮は、本研究はヘルシンキ宣言に基づき、浜松医科大学研究倫理審査会の承認を

得て実施した。対象者には書面を通して研究の目的や方法、プライバシーの保護および研究成果
の発表などについて説明を行った。本研究ではメールなど個人情報は研究事務局で管理し、研究
者であっても閲覧できないように厳しく管理した。 
 
４．研究成果 
102 名の看護師から研究参加の応募があり、88 名の看護師がベースライン時のアンケート調

査（1回目）に回答した。4週間にわたり e-learning の内容を全て受講した者は 77 名であるが、
本研究の分析の対象者は、ベースラインの調査からアンケート調査（4回目）に回答した 7か月
間追跡できた 71名を分析の対象とした（図１）。対象者の臨床経験は 13.5±9.5 年であった。所
属病棟は外科系が最も多く 24 名(33.8％)、次いで内科系、混合病棟がそれぞれ 18 名（25.4％）
であった。認知機能障害のある患者の入院割合は「半分くらいいる」が最も多く 30 名（42.3%）、
次いで「あまりいない」23名（32.4%)であった。対象者の役割はスタッフが最も多く56名（78.9%）
で、認知症に関わるチームに所属していた人は 6名(8.5%)であった。 
評価指標の変化はベースラインと介入直後、3 か月後、6か月後の比較を示した。認知症看護

への関心・自信において、各項目に関して 0から 10の 11 段階で聞いた結果、認知症看護の関心
ではベースライン 7.54±1.81 と比較して 6 か月後が他の項目と比べて最も高く 8.26±1.87 と
有意に増加していた。「認知症看護の専門知識」、「認知症看護実践」ではベースラインと比較し
て介入直後、3か月後、6か月後はすべて有意に高かった。（表 1） 
本研究結果より、プログラムを受講した看護師は、パーソン・センタード・ケアの意識や、実

践自己評価がプログラム受講直後、3か月後、6 か月後と継続して向上していた。著者らのこれ
までの研究では、特に認知症高齢者の視点の理解を疑似体験できる動画や模擬体験が、パーソ
ン・センタード・ケアの理解に影響することを報告しており 8,9)、認知症高齢者の一人称視点動
画を含む本プログラムが、認知症の人本人の視点や、本人の意思、価値を尊重したケアの重要性
を意識づけ、自己評価の改善に繋がったものと考える。介入では2020年 5月に 4週間e-learning
を実施したが、短時間で、自分の都合の良い時間に簡単にアクセスできるという点も強みである。

図１ 研究のプロセス

対象者：A市で7対1を実施している7病院で認知症高齢者
を直接ケアしている内科・外科系病棟の看護師

1週目：e-learning受講：
基礎編 せん妄

2週目：e-learning受講：
事例1

3週目：e-learning受講：
事例2

4週目：e-learning受講：
事例3

介入：e-learning受講

研究応募者にメール送付

アンケート調査 1回目

アンケート調査 2回目

アンケート調査 3回目

アンケート調査 4回目
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4月

5月

受講直後（1か月後）

受講後（3か月後）

受講後（6か月後）
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＊ポケット版を携帯して実践で
活用するように依頼した。

介入後6か月間に学んだ内容を
実践で活用

6月

9月

12月

サイトにアクセスした者 81名

(n=73)

(n=88)

(n=102)

(n=71)

(n=77)

(n=76)

(n=77)

(n=77)

(n=78)

(n=78)

A市内の7対1看護基準の７病院1944名に配布

3）評価項目 

本プログラムは、急性期病院におけ
る看護師がパーソン・センタード・ケ
アを基盤とした看護実践能力の取得
に関して必要な専門知識である認知
症のパーソン・センタード・ケアを学
ぶことを目的に、パーソン・センター
ド・ケアやせん妄に関する専門知識、
認知症高齢者の視点からの１人称動
画を通して身体拘束低減に関する具
体的な臨床倫理や看護方法を構成し
た。 
(1)パーソン・センタード・ケアに関す
る意識：日本語版 Approaches to 
Dementia Questiormaire（日本語
版 ADQ）（19 項目） 

(2)パーソン・センタード・ケアに関す
る実践評価：急性期病院の認知障害
高齢者に対するパーソン・センター
ド・ケアをめざした看護実践自己評
価尺度(19 項目) 

(3)倫理に関する評価：臨床看護師の
倫理的感受性尺度(19 項目) 

(4)身体拘束の低減に関する自己効力
感（6項目） 

（5）認知症看護関心・自信（4項目） 



研究の行われた同時期は新型コロナウイルスの感染症対策の緊急事態宣言が発令され、院内の
集合研修も全面中止された時期であるが、本介入はこのような時期でも自由に専門知識を習得
することができたことは意義がある。また、本プログラムでは介入内容をまとめたポケット版を
配布し、業務中に携帯することを対象者に勧めた。プログラムで学んだ内容を実践し、さらにポ
ケット版を見て自身の実践をリフレクションすることで、パーソン・センタード・ケアの知識の
効果的な看護実践における活用から、介入直後、さらに 3か月後、6か月後と自己評価が向上し
たと考えられる。専門知識の介入プログラムと実践のプロセスにおいては、介入において自分の
不足に気づくことで直後の自己評価が低下するが、その後、介入成果を意図的に活用して実践す
ることで行動変容が生じ、自己評価が上がることが指摘されている 10)。特に本研究の対象者は
ベースライン時から認知症看護に感心が高い集団であったため、プログラムの参加、実践、リフ
レクションの繰り返しがより効果的になり、自己評価の改善に繋がった可能性がある。 
本研究では、「身体拘束を低減できる自信の程度」のうち、「点滴・中心静脈・経管栄養などの

チューブを抜かないように、ミトン型手袋をつける」「車椅子や椅子などからずり落ちたり、立

 表１ 評価指標の変化(ベースラインと介入直後、3 か月後、6 か月後の比較） 

 

Dunn
ett's
test1)

Dunnet
t's
test1)

Dunnett
's test1)

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 p値 平均値 標準偏差 p値 平均値 標準偏差 p値

認知症看護関心・自信

認知症看護の関心 7.54 1.81 8.09 1.43 0.141 8.13 1.55 0.101 8.26 1.87 0.033*

認知症看護の看護の困難感 8.36 1.66 8.21 1.99 0.937 7.96 1.82 0.415 7.96 1.73 0.415

認知症看護の専門知識 4.39 2.27 5.49 1.480.001** 6.03 1.48 0.000** 6.04 1.56 0.000**

認知症看護実践 3.64 2.21 4.57 1.92 0.013* 4.99 1.81 0.000** 5.23 1.75 0.000**

身体拘束を低減できる自信の程度

転倒・転落しないように、ベッドに
胴や四肢を縛る

6.64 2.81 7.33 2.52 0.260 7.76 2.249 0.027* 7.5 2.55 0.118

点滴・中心静脈・経管栄養などの
チューブを抜かないように、ミトン
型手袋をつける

5.26 2.44 6.74 2.100.000** 6.27 2.085 0.020* 6.4 2.25 0.007**

車椅子や椅子などからずり落ちた
り、立ち上がらないように腰ベルト
を装着する

5.87 2.77 6.75 2.21 0.094 6.67 2.436 0.142 7.09 2.45 0.011*

服を脱いでしまう人やオムツはず
じのある人に介護衣（つなぎ服）
を着せる

6.30 2.71 7.23 2.44 0.080 6.71 2.588 0.647 7.45 2.37 0.022*

ベッドなどから転落しないように
ベッドの周囲を棚など完全に囲ん
だり、高い棚を使用する

6.00 2.74 6.83 2.48 0.162 6.30 2.747 0.843 6.77 2.65 0.208

興奮したり、穏やかでない人を置
きつかせるために向精神薬などを
使用する

5.49 2.30 6.33 2.02 0.067 6.22 2.141 0.135 6.38 2.33 0.050

　合計 35.86 12.54 41.56 10.81 0.015* 39.93 11.83 0.113 41.58 12.17 0.014*

看護師の倫理的感受性尺度

第1因子：尊厳の意識 3.82 0.37 3.98 0.39 0.092 4.07 0.48 0.003** 4.04 0.49 0.008**

第2因子：専門職としての責務 3.78 0.38 3.89 0.41 0.283 3.92 0.49 0.121 3.99 0.48 0.011*

第3因子：患者への忠誠 3.75 0.39 3.95 0.39 0.022* 3.98 0.45 0.006** 4.05 0.46 0.000**

合計 11.35 0.97 11.83 1.02 0.046* 11.98 1.31 0.005** 12.11 1.33 0.001**

急性期病院の認知障害高齢者に対するパーソン・センタード・ケアをめざした看護実践自己評価尺度

本人の視点を重視したケア 21.07 3.59 22.20 3.49 0.129 22.49 3.18 0.040* 22.44 3.38 0.048*

認知機能と本人に合わせた独自
性のあるケア

24.71 2.56 25.49 2.31 0.168 25.71 2.53 0.051 25.96 2.63 0.011*

起こりうる問題を予測した社会心
理的アプローチを含めたケア

22.41 3.59 23.61 3.49 0.102 24.17 2.99 0.008** 23.94 3.65 0.025*

本人の意思や価値を尊重したケア 13.61 2.14 14.21 2.08 0.253 14.49 2.06 0.048* 14.54 2.31 0.033*

合計 81.81 9.29 85.51 9.03 0.054 86.72 8.29 0.006** 86.84 10.3 0.005**

日本語版Approaches　to　Dementia　Questiormaire（日本語版ADQ）

希望 27.49 3.66 28.86 3.58 0.076 28.87 3.54 0.070 28.81 3.82 0.089

パーソンフッド 39.75 3.81 41.78 3.51 0.010* 41.29 4.76 0.068 41.39 3.92 0.047*

合計 67.24 5.80 70.64 5.200.002** 70.16 6.09 0.008** 70.42 5.76 0.004**

1)Dunnett's test(ベースラインとの比較）　注：*p<0.05, **p<0.01

評価指標
ベースライン 介入直後 3か月後 6か月後



ち上がらないように腰ベルトを装着する」「服を脱いでしまう人やオムツはずしのある人に介護
衣（つなぎ服）を着せる」が、ベースラインと比べて介入直後、3か月後、6か月後に有意に高
かった。全国病院調査では、「ミトン型の手袋を使用する」と回答した割合は一般病棟では 86.2%、
急性期病院では依然として身体拘束の容認が報告され 11)、多くの急性期病院において身体拘束
の低減は大きな課題である。本研究では介入直後から 6 か月後まで継続して身体拘束を低減で
きる自信が高まっており、本プログラムは身体拘束の低減に向けても有用である可能性が示唆
された。 
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